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詳しくは当館の
ホームページまで！
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殺傷模式図
［藤原哲氏の図を改変］ 坊主山出土銅矛

［京都国立博物館］

菜畑遺跡出土石剣
［唐津市教育委員会］※

鬼虎川遺跡出土石剣
［東大阪市］

観音寺山遺跡出土石器
［同志社大学歴史資料館］

卑弥呼と出会う博物館

 指定管理者：AKN共同事業体

清水風遺跡出土絵画土器（部分）
［田原本町教育委員会］※

※：展示は複製品



車でお越しの場合
国道26号「池上町」交差点南西角

電車でお越しの場合
■ JR阪和線「信太山」駅下車
　西へ約  600m
■ 南海本線「松ノ浜」駅下車
　東へ約1,500m
【大阪方面からお越しの場合】
ＪＲ天王寺駅から和歌山方面行（阪和線）快
速電車にご乗車になり、鳳（おおとり）駅で普
通電車にお乗換えください。一部に、鳳駅ま
で快速、その後各駅にとまる「区間快速」もあ
ります（くわしくは時刻表をご確認ください）。
大阪駅からお越しの場合は、「関空・紀州
路快速」をご利用になると便利です。
鳳から３駅目が信太山（しのだやま）駅です。

ACCESS

卑弥呼と出会う博物館

 指定管理者：AKN共同事業体
〒594-0083 大阪府和泉市池上町4-8-27　TEL.0725-46-2162　 FAX.0725-46-2165

 https://yayoi-bunka.com/
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「倭国大いに乱れ、更相攻伐す」。『後漢書』東夷伝は２世紀後半
の倭国についてこのように伝えています。この時期、つまり弥生時代
は人に害をあたえるための道具である武器が大陸から日本列島に
伝わった時代です。受傷した人骨や防御性を高めた集落などの
存在とあわせ、日本列島における「多数の殺傷をともない得る集団
間の武力衝突」、すなわち「戦争」は弥生時代に始まったとする理解
が定説となっていました。
しかし、年代観の見直しや新たな視点および分析技術にもとづく
検討などが進められた結果、現在その評価は大きく揺らいでいます。
本展では、このような研究の流れの中で重要な位置を占める資料
を展示し、弥生時代の「戦争」の今日的な評価について考えます。

10月17日（土）午前11時から

□会　場 ： 当館１階エントランスホール　□参加費 ： 無料（別途入館料が必要です）

会期初日に開会式（終了後に展示解説）を実施。
一般の方のご参加を歓迎します。

弥生文化博物館 ・ 近つ飛鳥博物館
〈交換〉講演会

大阪府立弥生文化博物館、大阪府立近つ飛鳥博物館で
開催する特別展の見どころを、各館の展示担当者が出向いて
解説します。

10月24日（土）
〈 講演会 in 弥生文化博物館 〉 

午後2時から午後3時30分まで

□会　場 ： 大阪府立弥生文化博物館 １階ホール・サロン
□定　員 ： 130名　□参加費 ： 無料（別途入館料が必要です）

久永 雅宏 （近つ飛鳥博物館 専門学芸員）

弥生時代に始まる古代ガラスの流通
－ 近つ博秋季特別展の見どころ －

〈 講演会 in 近つ飛鳥博物館 〉 
11月1日（日）午後2時から午後3時まで

□会　場 ： 大阪府立近つ飛鳥博物館 地階ホール
□定　員 ： 150名　□参加費 ： 無料

田中 美玖 （弥生文化博物館 専門学芸員）

武器と弥生人－ 弥生博秋季特別展の見どころ－ 

関連講演会

開会式

寺前 直人 氏 （駒澤大学 教授）
弥生時代の武器と抗争の規範－戦いの受容と抑制－

第１回 10月31日（土）

中川 朋美 氏 （名古屋大学 准教授）
受傷人骨からみる弥生時代の戦い

第2回 11月3日（火・祝）

中尾 央 氏 （南山大学 教授）
人類進化と暴力

第3回 11月7日（土）

中井 均 氏 （滋賀県立大学 名誉教授）
中世城郭から弥生時代の高地性集落を考える

第4回 11月14日（土）

濵田 竜彦 氏 （岡山大学文明動態学研究所 客員研究員）
青谷上寺地遺跡の散乱人骨

第5回 11月28日（土）

□ 時　間 ： 午後2時から午後４時すぎまで
□ 参加費 ： 受講料500円（別途入館料が必要です）
□ 定　員 ： 各回とも130名
　　　　     （当日先着順 開館時より整理券配付、開演30分前から開場・受付）

大　 秀之 氏 （同志社女子大学 教授）
暴力から戦争へ：民族誌にみる“戦い”の人類史

第6回 12月5日（土）

関連イベント

□集 合 場 所 ： 弥生文化博物館
□事前申込制 ： 代表者名・参加人数・連絡先を記入して
　　　　　　　info@yayoi-bunka.comへお申し込みください。

投弾帯を使ってボールを投げ、的に当てて点数を競おう！

10月18日（日）午前10時から12時まで〈 投弾体験 〉 
弥生時代の集落からも出土し、様 な々民族が使用している投弾。

無料
体験料

学芸員による展示解説

※各種イベントの文字通訳、場内誘導、車いす席の確保等について、サポートをご希望の
方は、【開催日の3日前】までにお知らせ下さい。ご要望内容を検討のうえ、できる限りの対
応を取らせていただきます。

※10月17日のみ開会式終了後（午前11時40分ごろから）

毎週土曜日 特別展の見どころを解説します。
□時　間 ： 午前10時30分から（１時間程度 申し込み不要）

□参加費 ： 無料（別途入館料が必要です）

特定天井改修工事のため、下記の期間において展示室の一部を閉室しております。
[第1展示室]令和9年3月末まで（予定）

※工事期間中は駐車場の一部がご利用できなくなります。できるだけ公共交通機関のご利用をお願い申し上げます。

背景：石鏃実測図［詫間町文化財保護委員会1964『紫雲出』より（一部改変）］

青谷上寺地遺跡 人骨出土状況
［鳥取県立青谷かみじち史跡公園］

兵庫県指定文化財　内場山墳丘墓鉄刀［兵庫県立考古博物館］

ムラをまもる
令和8年度関連展示
泉大津市立池上曽根弥生学習館

10.17日（土）～11.15日（日）


